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問1 東北地方の三陸海岸沿いには、過去の災害の記憶を伝える「自然災害伝承碑」を記した地図上の地点が密集しています。この
ように、海底で発生した大規模な地震などによって引き起こされ、沿岸部に甚大な被害をもたらす巨大な波を何といいます
か。 （2026年　千葉公立入試　類似）

1.  津波 2.  土石流 3.  火山の噴火 4.  干ばつ

問2 災害に強い都市づくりにおいて、電線類の地中化が進められています。地震発生時の被害状況をまとめた調査において、震度
七の地震における架空線の被害割合が約十パーセントであったのに対し、地中線の被害割合がゼロパーセントであったという
結果に基づき、地中配電設備を導入する主な目的として最も適切なものはどれですか。 （2026年　長野公立入試　類似）

1.  強震時においても電柱の倒壊や
電線の断線を防ぐことができ、電
力供給の維持や、倒壊した電柱に
よる緊急車両の通行妨害を防止す
るため。

2.  地中線は免震構造によって守ら
れており、液状化現象が発生しや
すい沿岸部においても、架空線よ
り短期間で復旧作業が完了するた
め。

3.  地中の配電設備は、震度七の揺
れであっても地震の振動そのもの
が電線に一切伝わらないという物
理的特性を持っているため。

4.  架空線に比べて設置コストが非
常に安いため、被災後の電力設備
全体の修繕費用を抑制し、自治体
の財政負担を軽減するため。

問3 三陸海岸南部のように、山地が沈水して複雑な海岸線を持つ地形について、その成り立ちと利用に関する説明として最も適切
なものはどれか。 （2024年　秋田県公立入試　類似）

1.  山地が沈水して水深の深い入り
江が形成されるため、波が静かで
養殖業や良港に適している。

2.  河口付近に土砂が堆積してでき
た平坦な地形で、水はけが悪いた
め主に水田として利用される。

3.  海沿いの浅瀬を堤防で仕切り、
排水して陸地にしたもので、大規
模な農地として利用される。

4.  海岸沿いに砂が堆積して形成さ
れた単調な地形で、大規模な港湾
の整備には適していない。

問4 九州地方の中央部に位置する阿蘇山において、その山頂付近に広大なくぼ地が存在する地形的特徴について説明した文とし
て、最も適切なものはどれですか。 （2023年　徳島公立入試　類似）

1.  火山の噴火によってマグマが噴
出した後、地表面が陥没してでき
たものである。

2.  火山灰などの噴出物が広範囲に
堆積し、水はけの悪い平坦な台地
となったものである。

3.  川の流れによって運ばれた土砂
が、山のふもとに堆積して形成さ
れたものである。

4.  山地の間にある平地が、断層の
活動や周囲の隆起によって周囲を
山に囲まれたものである。

問5 兵庫県豊岡市など、冬季の降水量（降雪量）が非常に多い豪雪地帯で見られる、社会資本や公共施設の工夫についての記述と
して正しいものを選びなさい。 （2025年　和歌山公立入試　類似）

1.  積雪による破損や視認性の低下
を回避するため、信号機を縦型に
設置している。

2.  強風による塩害から施設を守る
ため、すべての信号機に強化プラ
スチック製のカバーを被せてい
る。

3.  地熱を利用して道路の雪を溶か
すため、信号機の支柱内に温泉水
を循環させている。

4.  夏場の高温多湿な気候から精密
機器を守るため、信号機をあえて
横向きに長く設置している。

問6 日本国内の異なる地点の気候データを比較したとき、内陸部に位置する松本市の統計に該当する特徴はどれですか。 （2017年　沖縄

公立入試　類似）

1.  月平均気温が最も低い時期で約
0度、最も高い時期で約25度とな
り、各月の降水量が概ね150ミリ
以下で推移している。

2.  冬の1月や2月の降水量が300
ミリを超えて非常に多く、夏の降
水量を上回っている。

3.  1年間の総降水量が2500ミリ
を超え、月平均気温が一年を通じ
て10度を下回ることがない。

4.  月平均気温の変動が小さく、各
月の降水量が年間を通じて200ミ
リ前後でほぼ一定である。

問7 自然災害が発生した際に予想される被害の範囲や、避難場所・避難経路などの情報を地図上にまとめたものを何というか、最
も適切な名称を答えなさい。 （2023年　栃木県公立入試　類似）

1.  ハザードマップ（防災マップ） 2.  土地利用図 3.  地形図 4.  都市計画図

問8 山形県鶴岡市の中心部を描いた地形図において、湯尻川という河川に鶴岡橋が架かっており、その周辺には市役所や神社、鉄
道の駅が位置しています。このような地形図から、この河川がどの方向に流れているかを考察する手順として、妥当な説明は
どれですか。 （2017年　兵庫公立入試　類似）

1.  周辺にある等高線の数値を確認
し、数値が減少していく方向が下
流であると推論する

2.  市役所の記号が橋の南側にある
場合、河川は必ず北から南へと流
れていると断定する

3.  地図記号の密度が高い地域は標
高が低い場所であるため、建物が
多い方へ流れていると判断する

4.  方位記号がない場合は、太陽の
動きを考慮して影ができる方向を
下流とみなす
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
津波

海底で大規模な地震が発生すると、海底面が急激に隆起または沈降し、それによって押し上げられ
た海水が巨大な波となって周囲に広がります。リアス海岸が続く三陸海岸では、湾の奥に向かうに
つれて波が高くなる性質があるため、古くから甚大な被害を繰り返してきました。そのため、後世
に教訓を伝えるための伝承碑が多く建立されています。

問2 答え 1
強震時においても電柱の倒壊や電線の断
線を防ぐことができ、電力供給の維持
や、倒壊した電柱による緊急車両の通行
妨害を防止するため。

地震発生時における電力設備の被害調査では、震度七という非常に強い揺れにおいても地中線の被
害割合がゼロパーセントという高い耐震性が示されています。地中化の主な目的は、電柱の倒壊に
よる道路の閉塞を防ぎ、救急・消防活動を円滑にすること、およびライフラインである電力の供給
信頼性を高めることにあります。選択肢にある「免震構造」や「液状化の影響を全く受けない」と
いう記述は、地中設備の一般的な説明としては不適切であり、また地中化は架空線に比べて建設コ
ストが高くなるという課題もあります。

問3 答え 1
山地が沈水して水深の深い入り江が形成
されるため、波が静かで養殖業や良港に
適している。

リアス海岸は、複雑に入り組んだ地形の影響で外海の波が入り江の奥まで届きにくく、波が穏やか
になります。また水深も深いため、カキやワカメなどの養殖業や、大型船が停泊できる天然の良港
として活用されてきました。一方で、津波が発生した際には入り江の奥で波が高くなりやすいとい
う防災上の課題もあります。

問4 答え 1
火山の噴火によってマグマが噴出した
後、地表面が陥没してできたものであ
る。

阿蘇山に見られる広大なくぼ地は「カルデラ」と呼ばれます。これは大規模な火山活動によって地
下のマグマが地上に出た結果、地表が陥没して形成されました。他の選択肢について、火山灰の堆
積によるものは「シラス台地」、土砂の堆積によるものは「扇状地」、周囲を山に囲まれた平地は
「盆地」などの説明です。

問5 答え 1
積雪による破損や視認性の低下を回避す
るため、信号機を縦型に設置している。

豪雪地帯では、雪による被害を最小限にするための独特な景観が見られます。その代表例が縦型の
信号機です。これは、信号機の灯火（青・黄・赤）を縦に並べることで、各ライトの上部に雪が溜
まるのを防ぎ、雪の重みによる故障や、ドライバーから信号が見えなくなるリスクを軽減させるた
めの仕組みです。これは日本の気候区分に応じた生活の知恵といえます。

問6 答え 1
月平均気温が最も低い時期で約0度、最
も高い時期で約25度となり、各月の降
水量が概ね150ミリ以下で推移してい
る。

内陸に位置する中央高地の雨温図では、夏と冬の気温差がはっきりと現れ、冬の冷え込みが厳しい
一方で夏は高温になります。降水量については、季節風が山を越える際に水分を失うため、日本海
側や太平洋側と比較して、すべての月において降水量が少なく抑えられるという特徴があります。

問7 答え 1
ハザードマップ（防災マップ）

住民が自然災害時に迅速かつ安全に避難できるよう、自治体などが被害予測を可視化した地図であ
る。洪水、土砂崩れ、津波など、その地域で発生する可能性が高い災害の種類ごとに作成される。

問8 答え 1
周辺にある等高線の数値を確認し、数値
が減少していく方向が下流であると推論
する

地形図の読解において、河川の流向は土地の傾斜（標高の差）によって決まります。等高線に記さ
れた数値（標高）を読み取り、数値が大きい地点から小さい地点へと水が流れていることを確認す
るのが最も確実な方法です。市役所や駅といった建物の配置、あるいは地図の上下といった要素
は、土地の傾斜と直接的な因果関係がないため、流向を決定する根拠にはなりません。


